
以上に達している場合は、次のとおりとします。(1)私は、□―ンカードを金融機関
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式会社(以下「保証会社」という)の保証に基づき表記金
という)との当座貸越契約について、次の条頂を承認の
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第6条による約定返済のほか、いつでも任意の金額を返済できるものとします。
なお、この返済を行つた場合においても第6条の約定返済は通常どおり行うもの
とします。
第9条 (諸費用の自動引落し)
本契約の締結に際し、私が負担すべき印紙代、□―ンカード発行手数料等の費用
は金融機関所定の日に普通預金・総合□座通帳及び同払戻請求書又は小切手に
よらず、指定□座から引落しのうえその支払いにあてることに同意しホす。よらず、指定E
第10条 (反社 :

1私は、現在、

(当座貸越契約)|
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1前条第1項各号の事由があるとき若しくは前条第2項の請求がなされたとき、
又は私について相続の開始があつたときは、金融機関はいつでも貸越を中止し、
本契約を解約することができるものとします。2.私はいつでも本契約を解約でき
るものとします。この場合、私より金融機関所定の方法により金融機関に通,日し
‐
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することができ、その充当に対しては異議を述べません。2前条により利、が相殺
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関が充当する場合には、私の期限未到来の債務については期限が到来したもの
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こ|ができます。   |
私が金融機関との本契約に違反 tノたため、保証会社より金融機関が代位弁済を
受けても異議はありません。
第17条 (危険負担。免責条項等)                  .
1私が金融機関に差し入れた証書等が事変・災害等やむをえない事情によつて紛
失・減失又は損傷した場合には、金融機関の帳簿・伝票の記録に基づいて債務を
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合を金融機関が相当の注意をtlって行つた場合には、書類・E日鑑等に偽造・変造・
盗用等が生じたとしても、金融機関はその黄めを負わないものとtプます.3私に
対する権利の行使・保全に要した費用は私の負1旦とします.,
第18条 (届出事項)
1氏名・住所。E口章・電話番号・職業。その他法令に基づく届出事l目に変更があつた
ときは直ちに金融機関にその旨届け‖|るものとします。また、家庭裁判河iの審判
により補助、保佐、後見が開始さ11たことt,ありません。なお、補助、保佐、後見が
開始され、若しくは任意後見監督人か撃任さオ1た場合は、直ちに金融機関にl■ilリ
出るものとします。2前項の届出を怠つたため、金融機関に最終に届出のあ1)た
氏名・住所あてに金融機関からなされた通知又は送付さllた書類等が延着し、又
は到達しなかった場合には通常至1達すべき時に到達したものとし′ます
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第19条 (報告及び調査)
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2.財産・債務・経営・収入等について重大な変イしが生じたとき、又は、生じるおそオ1
のあるときは金融機関からの請求がなくても直ちに報告します。
第20条 (契約の変更)
本契約の内容は、金融情勢その他諸般の状況の変化その他相当の事由があると
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第21条 (合意管轄)
この取引に関して訴訟の必要が生じた場合には、金融機関の本店を管轄する1山
方裁判所を第一審の専属的管轄裁判所とすることに合意します。
第22条 (取扱手数料)
この取引に関してあらかじめ別途取扱手数料などが定められている場合には、金
融機関所定の金額を支払うものとします。
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出がない場合は、金融
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落しのうえその支払いにあてることに同意しホす

う)に該当しないこと、及び次の各号のいずれにも該当しないことを表明し、かつ
将来にわたっても該当しないことを確約します。(1)反社会的勢力が経営を支配
していると認められる関係を有すること(2)反社会的勢力が経営に実質的に関与
していると認められる関係を有すること(3)自 己、自社若しくは第三者の不正の
利益を図る目的又は第三者に損害をカロえる目的をもってするなど、不当に反社会
的勢力を利用していると認められる関係を有すること(4)反社会的勢力に対して
資金等を提供し、又は便宣を供与するなどの関与をしていると認められる関係を
有すること(5)役員又|さ経常に実質的に関与している者が反社会的勢力と社会

尋力団員でなくなった時から5年を経過し/csい
≧業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ又は特
こ準ずる者 (以下これらを「反社会的勢力」とい
号のいずれにも該当しないことを表明し、かつ
き確約します。(1)反社会的勢力が経営を支配

有すること(5)役員又は経営に実質的に関与している者が反社会的勢力と社会
的に非難されるべき関係を有すること2私は、自ら又は第三者を利用して次の各
号のひとつにでも該当する行為を行わないことを確約します。(1)暴力的な要求
行為 (2)法的な責任を超えた不当な要求行為 (3)取引に関して、脅迫的な言動を
し、又は暴力を用いる行為 (4)風説を流布し、偽計を用い又は威力を用いて金融


